








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































studies in palaeography and codicology）,
Cambridge,1999,pp.1-18,443-473（Bibliogra-
phy）.
10『美術史』第150刷記念別冊，2001，pp.46-53。
1980年から89年の発表題目
1980年：永澤峻，「ダビデとゴリアテの戦いの図
像の変遷（3世紀から10世紀まで）」
1983年：鼓みどり，「ユトレヒト詩篇挿絵におけ
る比喩の映像化と擬人像の役割」
：篠原田鶴子，「フーケ作『シュヴァリエの時
祷書』の二弾構成について」
1985年：鶴岡真弓，「アイルランド装飾写本にお
けるケルト文様」
：前川久美子，「ギョームドマショー＜作品
集＞の成立とその構成」
：関口敦子，「シャルルマーニュ宮廷派福音書
写本におけるイニシャルページの装飾構成」
1986年；安發和彰，「≪ベアトゥス≫写本におけ
る「太陽を着る女」（黙示録第12章）の図像をめ
ぐって」
：富永良子，「「ルネ王の画家」に関する最近の
研究動向」
1987年：石塚晃，「Paris,Bibl.Nat.cod.Gr.510
の『ダヴィデの塗油』ー図像並びにビザンチン写
本に占める位置」
11『美術史』第150冊記念別冊，pp.53-63.
1990年：水島ヒロミ，「聖カスバート伝挿絵
（Oxford,UniversityColege,ms.165）の成立
に関する一考察）
：駒田亜紀子，「時祷書における聖母子像の諸
相 パリ国立図書館ラテン語一一六一番写本を
中心に 」
：沼田英子，「『ベッドフォードの時祷書』「受
胎告知」のページにおける建築表現について」
：小林一枝，「『カリメーラとディムナ』写本挿
絵の形成と伝播―東西美術における動物寓話図像
研究 その一―」
1991年：黒岩三恵，「『シャルル五世のフランス
大年代記』の制作過程 制作の三段階に見られ
る国家の共同作業の実態を中心に 」
：保井亜弓，「愚者の変容―15世紀における初
期版画と写本芸術の関連―」
：小林典子，」『ブシコー元帥の時祷書』fol.
65v,fol.90vの背景表現をめぐる問題」
1993年：五十嵐節子，「ヨハネ黙示録と中世初期
の支配者像」
1994年：木戸雅子，「『バシリオス二世のメノロ
ギオン』の8人の画家－新たな構図の発生とそ
の構図原理，建築背景を中心に」
：田中久美子，「愛に囚われし心の書について―
投げかけられた蔭＝投影を中心に」
1996年：川口雅子，「パリ国立図書館所≪ドロゴ
の典礼書≫の「キリスト昇天」について」
：永澤峻，「≪パリ詩篇≫挿絵中の≪モーセの
紅海渡渉≫を表わす挿絵について」
1997年：瀧口美香，「CodexVaticanusGraecus
333の挿絵に見られるタイポロジーについて」
：安發和彰，「ベアトゥス写本の『カトリック
教会』図」
12『美術史』第150冊記念別冊，美術史学会の歩
み（略年表）平成7年，p.52
13 櫻井夕里子，「トカル・キリセ新聖堂（カッパド
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キア，ギョレメ地区）の装飾プログラム」，『地中
海学研究』31,2008,pp.3～22.
14 美術史学会HP
2000年：宮内ふじ乃，「ジローナ大聖堂所蔵ベア
トゥス写本の「天図」に見られるキリスト―皇帝
像をめぐって」
2001年：鮫島正安，「トリノ時祷書《聖ユリアヌ
スの渡河》の制作年代について」
：鼓みどり，「『サン・パオロの聖書』扉絵の装
飾プログラムについて」
2002年：加藤ひとみ，「《サン・パオロ・フォー
リ・レ・ムーラの聖書》の挿絵研究 ―予型論的
プログラムの構成とその性質―」
：瀧口美香，「挿絵入りビザンティン写本に見
られる「聖遺物箱」としての機能について」
2003年：宮内ふじ乃，「ジローナ・ベアトゥス写
本巻頭挿絵の「キリスト伝」プログラム」
：武井美砂，「≪ウィンチェスター聖書≫の挿
絵―ロマネスク大型聖書本における物語挿絵の場
面解釈をめぐって―」
2004年：鎌田由美子，「15世紀末ペルシア・ティー
ムール朝挿絵入り写本『鳥の言葉』（メトロポリ
タン美術館，FletcherFund,1963.210）の成り
立ちについて」
：高木真喜子，「模倣者そして創造者としての
〈ロアンの画家〉」
：駒田亜紀子，「ジャン・ル・マングル三世
の『歴史物語聖書』 流転の中世末期彩飾写
本 」
2005年：長友瑞絵，「《ベルンのフィシオログ
ス》挿絵研究－そのプログラムに関する一考察－」
：濱西雅子，「初期中世の黙示録写本挿絵サイ
クルにおける挿絵とテキストの配列関係－ヴァラ
ンシエンヌ本とパリ本を巡って－」
：毛塚実江子，「『レオン960年の聖書』対観表
における福音書記者表現について」
2006年：櫻井夕里子，「中期ビザンティン時代に
おける「コンスタンティヌスとヘレナ」図像に関
する一考察」
：久米順子，「レオン王国サンチャ王妃の『語
源論』写本（一〇四七年）をめぐって」
2007年：毛塚実江子，「『九六〇年のレオンの聖
書』冒頭挿絵を巡って二つの「荘厳のキリスト
（マイエスタス・ドミニ）」と福音書記者像」
2008年：吉田泰子，「インスラー写本から「タシ
ロ聖杯様式」の動物組紐文へ―文様の構成原理に
見るノーサンブリア美術の影響」
2009年：宮内ふじ乃，「《トゥールのモーセ五
書》写本における物語絵の作画原理」
：辻絵里子，「中期ビザンティン余白挿絵詩篇
の図像生成」
：田辺めぐみ，「マルグリット・ドルレアンの
時祷書（BnF.ms.lat.1156B）における余白装飾
の両義性」
15 越宏一，『挿絵の芸術：古代末期写本画の世界
へ』，朝日新聞社，1989；W・フォーグラー，
『修道院の中のヨーロッパ：ザンクト・ガレン修
道院にみる』，朝日新聞社，1994；M・カラザー
ズ，『記憶術と書物 中世ヨーロッパの情報文
化』，工作舎，1997；M・カミール，『周縁のイ
メージ：中世美術の境界領域』，ありな書房，
1999；越宏一，『線描の芸術：西欧初期中世の写
本を見る』，東北大学出版会，2001；印刷博物館,
『ヴァチカン教皇庁図書館展：書物の誕生：写本
から印刷へ』，印刷博物館，2002；東京芸大付属
図書館，『輝く書物：中世写本ファクシミリ選：
東京藝術大学附属図書館所蔵貴重資料展』，東京
芸術大学，2008；M・キャヴィネス，『中世にお
ける女性の視覚化―視ること，スペクタクル，そ
して視覚の構造』，ありな書房，2008；Ｆ・ザク
スル，『イメージの歴史：ザクスル講義選集』，ブ
リュッケ，2009.
16 他にリチャード・ド・ベリー，『フィロビブロ
ン：書物への愛』（講談社学術文庫），講談社,
1989；T・ノード画， P・セリグマン文，『装飾
文字の世界：カリグラフィー入門』，三省堂，
1996；スタン・ナイト，『西洋書体の歴史：古典
時代からルネサンスへ』，慶應義塾大学出版会，
2001；エドワード・ジョンストン，『書字法・装
飾法・文字造形 』，朗文堂，2005.
17 東京芸術大学では，学位論文を私家版で発行し
ている。中世写本関連では，武井美砂，『《ウィン
チェスター聖書》の挿絵：12世紀イギリス・ロ
マネスクの写本画の研究 』，私家版 学位論文，
2007；高木真喜子，『《ロアンの大時祷書》：ゴシッ
ク末期のフランス写本画の研究』，私家版 学位
論文，2007
18 B・ブレンク他，『聖ベネディクト,聖マウルス,
日本における西洋中世写本挿絵研究の歩み
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聖スコラスティカの祝祭のための読誦集：Vat.
Lat.1202ファクシミリ版』，岩波書店，1981；
プトレマイオス，『宇宙誌：Urb.lat.277プトレ
マイオス ;ファクシミリ版』，岩波書店，1984；
C・ベルテッリ他，『Vergiliusromanus=ウェ
ルギリウス・ロマヌス：Vat.lat.3867;ファク
シミリ版』，岩波書店，1985；K=A・ヴィルト
他，『貧者の聖書 ヴァティカン教皇庁立図書館
蔵本 パラティーナ・ラテン語写本871codex
PalatinusLatinus871』，岩波書店，1985；G.
モレルロ他，『Novum testamentum：Vat.lat.
39;ファクシミリ版』，岩波書店，1985；V・フ
マガッリ他，『VitaMathildis=カノッサのマティ
ルダ伝：Vat.lat.4922;ファクシミリ版』，岩波
書店，1986；A・ロート他，『アレクサンデル六
世クリスマスミサ典礼書 ファクシミリ版』，岩
波書店，1987；E・ケーニッヒ他，『薔薇物語
Codexurbinatuslatinus376』，岩波書店，1989；
S・デュフレンヌ他，『レオの聖書：ギリシア語
旧約聖書；Reg.gr.1A,Reg.gr.1B』，岩波書店，
1989；G・モレッロ他，『諸聖人伝Vitaesancto-
rum,Vat.Lat.8541』，岩波書店，1992；P・カ
ナール他，『聖母マリア讃詞集:codexVaticanus
graecus1162』，岩波書店，1992．この国際共
同出版の企画すなわち作品および執筆者の選定は，
岩波の編集委員であった辻佐保子氏らを中心に，
専門的見地から行われた。
19 E・ケーニッヒ他，『ベリー公のいとも美しき
聖母時祷書 BNF,ManuscritNouv.acq.lat.
3093,パリ国立図書館蔵本 ファクシミリ版』，
岩波書店，1994；E・ケーニッヒ他，『トリノ＝
ミラノ時祷書.トリノ時祷書残闕』，岩波書店，
1996-97；O・マザール他，『クロイの時祷書』，
岩波書店，1997；G・エチェガライ，『ベアトゥ
ス黙示録註解：ファクンドゥス写本』，岩波書
店，1998；M・C・ビバンコス 他，『Beatode
Liebana:codicedeSanAndresdeArroyo（ファ
クシミリ）』，岩波書店，2000；マルコ・ポーロ，
『全訳マルコ・ポーロ東方見聞録：『驚異の書』fr.
2810写本』，岩波書店，1998；F・トニオーロ
他，『ボルソ・デステの聖書：Ms.Lat.422-423=
LaBibbiadiBorsod・Este』，岩波書店，2001；
N・モーガン，『黙示録：MSR.16.2：ケンブリッ
ジ・トリニティ・カレッジ図書館蔵本ファクシミ
リ版』，岩波書店，2006．
20 マルコ・ポーロ [著]，F・アヴリル，M=T・
グセ（解説），『全訳マルコ・ポーロ東方見聞録：
『驚異の書』fr.2810写本』，岩波書店,2002；F・
ベスフルグ，E・ケーニッヒ 解説，『ベリー公
のいとも美しき時祷書』,岩波書店，2002。
付記
本稿は平成20～21年度関西大学学術研究助成共
同研究「フランスおよびフランドル写本の美術史的
研究」（代表：関西大学文学部 蜷川順子）の研究
報告書より転載・加筆したものである。
（2010年5月17日受付）
（2010年7月14日受理）
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